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さわやかな風 ～あいさつ・はっぴょう・もくひょうが自慢～ 

さわやかで素敵な塩川小学校 

２年ぶりの運動会（１０/３） 

２年ぶりに運動会を実施することができました。

今年は、開閉会式を行うとともに、団体種目のみ 

ではありましたが、紅白で得点を競い合いました。

徒競走や玉入れ、綱引きで力一杯競技したり鼓笛 

や祭り囃子で心を一つにして演奏したりする姿を、

おうちの方に見てもらうことができて、子ども達 

はとても嬉しそうでした。全員でバトンをつなぐ

５・６年生のリレーも盛り上がりました。 

温かい声援を送っていただきました保護者の皆

様、コミュニティースクール委員の皆様、ありが 

とうございました。 

  

 

放課後学習会  

 本校では、四則計算に絞って、学習内容の積み

残しをゼロにする「放課後学習会」を開催してい

ます。ご指導くださるのは、市ボランティア学習

サポーターの佐藤めぐみ先生、市学習サポーター

の加藤志保里先生、学習ボランティアの大西トヨ

子先生の３名です。２月まで開催する予定です。

３名の先生方には、大変お世話になります。 

  

 

ちょっといい話   ～相手を思い遣る心が育っています

～  運動会の徒競走で、交錯した二人が転倒しました。一瞬心配しましたが、転んだことに気付いた

児童が転倒した児童の所まで戻って、転んでいる児童に「だいじょうぶ？」と声をかけていました。

また、別のレースでは、靴が脱げてしまった児童の靴を拾い上げて手渡し、一緒にゴールしました。

どちらも、児童がゴールしたときには、大きな拍手がわき起こりました。相手を気遣う優しい姿に、

みんなが感動しました。そして、心がジーンと温かくなりました。こんなさわやかで素敵な児童が

いる塩川小学校を改めて誇らしく思いました。 

 

心を一つにバトンを繋いだ
全員リレー 

ゴール目指し、最後まで走
り切った徒競走 

息を合わせて、力一杯引
き合った綱引き 

「たくさん入ったかな？」勝
敗に固唾をのんだ玉入れ 

地域の伝統や思いを繋ぐ祭り囃子の演奏 秋晴れの空に響き渡った力強い鼓笛の演奏 


